
●
■
ｒ
，
も

名古屋高速道路

沿線地域関連公共施設等■
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■. 趣

メニュー助成は、名古屋高速道路の通過に伴い、沿線学区住民の皆様

が整備を要望される公共施設等に対 して、その整備に要 した費用を公社

が一定の限度額の範囲内で負担す るものです。

2_対  象 地 域
当公社が対象 とします地域 は、名古屋高速道路が通過する小学校区

(学区)と します。

3.負 担 金 の 額
負担金の額は、小学校区 (学区)を通過する名古屋高速道路の延長距

離 に一定の額を乗 じて得た金額を限度 とします。

4.対 象 となる施設
費用負担の対象となる施設は、次のとお りです。

(1)歩道上の時計塔、彫刻、防犯灯、水飲み場、町内の掲示板等

(2)集会所、消防団詰所の新築、改築、増築及びその付属施設 として

駐輪場、駐車場、倉庫等

なお、集会所、消防団詰所については、名古屋市の補助制度があ

ります。

(3)公園内等の水飲み場、時計塔、噴水、遊具及びゲー トボール場の

整備等

※施設の建設に必要な用地は、学区で確保 していただきますので、

メニュー助成金を、用地の取得または借用の費用に充てることは

できません。

5_要 望のとりまとめ

実施にあたっては、区政協力委員、小学校 PTA、 沿線の町内会、子
供会、老人 クラブ、その他沿線の各種団体等の代表者で構成す る検討委

員会を設置 していただきます。検討委員を選出された場合は、公社に検
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検討委員会は、沿線の方々の意見が取 り入れ られるように努め、要望

のとりまとめを行 っていただきます。要望がとりまとめられた時は、回

覧等により学区の方々へ周知を行 って ください。

検討委員会は、選定 した施設を学区連絡協議会に通知 し、公社 との手

続 きは学区連絡協議会の代表者で行っていただきます。

なお、
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6. 手          続

1)整備要望書の提出
要望施設を選定 したときは、学区連絡族重全ρ菫惑塁ρ 同意書を添

付 して整備要望書を公社に提出 していただきます。

2)覚書の締結
学区連絡協議会と公社で、必要な事項を定めた覚書を締結 します。

3)施工業者の選定
整備を行 う施工業者等は、学区連絡協議会が選定 し、整備に必要な

諸手続きも学区連絡協議会で行 っていただきます。

4)実施計画書の提出
学区連絡協議会等は、整備を要望された公共施設等の内容等を記載

した実施計画書を、公社に提出していただきます。

5)完了報告書の提出
学区連絡協議会は、公共施設等の整備が完了 したときは、完了報告

書を公社に提出していただきます。

6)完了確認
公社は、現地にて完了確認を行います。



7)負担金の支払
負‐担金は、学区連絡協議会からの請求に基づき支払います。

なお、負担金の請‐求及び受領を、学区連絡協議会から整備を行う施

工業者等に委任することで、公社が直接施工業者に支払を行うことも

できます。

7.公共施設等の管理
整備が完了し.た公共施設等は、学区連絡協議会の管理となり、その管

理費用は学区連絡協議会の負担となります。

以上メニュー助成の内容につヽヽてご説明しましたが、ご質問等が

ありましたら、公社にご連絡ください。

名古屋市北区清水四丁目17番 30号
名古屋高速道路公社 保全部保全第一課
0 (052)919-3228
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メ ~ュ ー 助 成 の 手 続 き の 流 れ

学区連絡協議会役員等に説明
―

）

検 討 委 員 会 の 設 置

要 望 施 設 の 選 定
―

）

学区住民に要望施設の周知
１

）

学区連絡協議会の同意

施 工 業 者 の 選 走
‥

）

―

）

施 設 の 工 事 実 施
Ｉ

）

一
176 了

受   理

審査・ 承認通知

完了確認・ 通知
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・  7),負 担金の支払
負担金は、学区連絡協議会からの請求に基づき支払います。

なお、負担金の請求及び受領を、学区連絡協議会から整備を行う施

工業者等に委任することで、公社が直接施工業者に支払を行うことも
できます。

7.公共施設等の管理
整備が完了した公共施設等は、学区連絡協議会の管理となり、その管

理費用は学区連絡協議会の負担となります。

以上メニュー助成の内容についてご説明しましたが、ご質問等が

ありましたら、公社にご連絡ください。

名古屋市北区清水円丁目17番 30号
名古屋高速道路公社 保全部保全第一課
0 (052)919-3228
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メ ~ュ ー 助 成 の 手 続 き の 流 れ

学区連絡協議会役員等に説明
―

）

検 討 委 員 会 の 設 置

要 望 施 設 の 選 定
―

）

学区住民に要望施設の周知
‥

）

学区連絡協議会の同意

施 工 業 者 の 選 走
‥

ψ

Ｉ

）

施 設 の 工 事 実 施
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●住民の組織

1・ 学区の団体

包括的団体

0西山学区連絡協議会
/ 
燿

加入団体

む零
i攻

"力

委員会■↓惨姥塩後夕)
民生委員協議会・

    ~~

保健委員会

防火推進協力会

防犯協会=

消防団

子ども会育成連絡協議会  
・

老入クラブ連合会

小学校PTA

中学校PTA

日赤奉仕団

2.学区市民運動組織

町美推進委員会

交通安全推進委員会

青少年育成協議会

自主防災組織 (2)

地域福祉推進協議会



名古屋高速道路沿線地域関連公共施設等整備費用負担金

(メ ニュー助成 )

西山学区 23, 640, 000円

(0_ 885Km× 26, 720, 000円 )
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藤巻町自治会長池田正之

名古屋聰 公社のメニユー勁成について

先に、名古屋高速遭路公社のメニュー動成を受けて、議巻鰊 に集会所を設置することにつひて、お知ら
せをし、その後の状況も踏まえて、去る 1月 30日の鶉時総会でご説明申しあげたところでありますが、麒
蝙 において、薇 量の是非も含めて町由統 の意向をアンケートM査をしてはじしヽ旨の意見を頂き
ましたので、別添の公社作成「メニュー靱成」しおりの写を参照の上、撼嫁 のアンケートに国答を記入して
いただき、2月 17日 までに各組長さんに提出していただくようお願いします。
なお、 1月 30自の臨蝙 を欠席された方もおら

警蓼詐
っで｀このメニュー勁成につしヽ

下
の自治会の今

までの欲 の要点などを次のとおりまとめておき

* このメニュー勁成 ll■、名高速が選遷する捨線地域を包括する学区に対して、通鷺する融院に応じて騒軋

*さ瞑 腱霧 込靱 珀 隆 鑢 仄 兆 婁2辣 蒟 蜆 琵趣颯 摯 ギ 録 の翻 文 会靱
りまとめる仕組みになっております。
* また、メニュー動成でありますから、公社の定めたメニューの中から希望する公共施設の徘備を選んで
要望することになります。
* 藤巻町は、直接の藩纏地域でありますから、より大き掛機の動成が得られるメニューを選択するとしヽう
盤いから、自治会として集会所設置を要望したいと、学区に申し入れをし、学区としてもその必要性い
いて理解が得られております。
* 藤巻際 、学区の繭院に位置し、丘謳地にあって交通の優も良くなく、昨内会や、緩長会など役員会の
都度、会場探しに苦労しており、また、子供会や、祭りの道具などの収畿場所の確保も出来、町内の方々
が気軽に利用してもらえる集会動が、この動成金で設置できれば、多暉飾に進鷺できる有効な施設と思わ
れます。     ´
* なお、昨由に集会所設置が灯められても、学区に対する動成となりますので、設置者麟 Xと なり、学
区から藤巻町自治会にり を任される形になる係 です。
* また、西曲学区にllt、 既にコミニュテーセンターが設置されてもヽるので、感る町の自主飾な集会所に位
置づけされ、整鑢費以外―

は、自前で調達する必要務 り、従って、管理運営費は町内で負担するこ
とになります。
* 管理運営資は、運営方法にも依りますが、年類で数万向程度と考えております。このメニュー艤成で、
昨内の集会所を設置した事例があると掘っておりますので、設置するとなれば先進例も参考にしていきた
いと考えております。
求 問題の設置場所は、公有鼈が借りられなしヽ条件の中で、民有地で艦路の圏拠が立った藤邊覇 3丁目2番
地の 294を予定しておりますが、利用面で色々ご意見も臨ましたので、他に適地があれば臨輸検討する
ことは出来ると考えております。
* 西歯学区全体のメニュー動成検討委員会で、既に、学図の機鰤闘譲め所と藤巻町集会所設置を平成 ll
年度の事業として、公社に要望書が出されておりますが、藤巻町集会議は、一時保留とされ、平成 12年
度の事業に先送りされたので、下度立ち止まって検討する時間飾な余裕はできました。
ネ ただ、学四の検討委員会では、議巻晦内の意見集絢を待っている状態であり、また、ほ巻略が希望する
整議を認めた上で、魃 に余貪が出れば、学国として、他のメニューに充てたいという思惑があるので
、なるべく早く昨内の意見集約をしなけれ畝 らないし、できるだけ大きい畿を獲得するよう努力する必
要があります。
* また、学区の検討委員会とめやり取りの中で、集会所設置の場合は、勤成額は縁お 1、 OOO万円程度
必要と議し合ってきた経縄があります。
* 自治会役員は、このメニュー動成が、当初、平城温 1年度の事業とされ、学区の検討委員会で承なされ
なければ実現しないことから、時間との議ね合いと少しでも藤巻町に有利な動成金を得たいという一念か
ら努力してきたつもりでありますが、埒内の意見集縮が十分でなかったことは、機に申し訳なく、大いに
反省いたしております。
* 今ESIlのアンケート調査の結果は、次の嘔時総会で報告いたしますが、もし、集合所設置で雙成が得られ
れば、その運営方法や管理費の食整方法などについて、町内の管さんの意見が反饒できるよう、集合所設
置畿 員会を町向に新たに設け、そこに書りつつ進めていきたいと考えており量す。
* 以上のとおりでありますので、ご検討いただき、アンケートM査にご協力辣います。


